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津波が襲ったことを知った。体育館では悲鳴が上
がり、頭を抱え込む人、信じられないといった顔
をする人、黙り込む人…呆然とする中でとっさに
沿岸部にいる友人の顔が浮かぶ。だが、その時は
まだ被害の全容が分からずにいた。翌日、新聞を
読んで大変な状況になっていることを知った。

海岸の様子を見に
私は趣味で波乗りをするので海の様子が気にな
り、震災後4、5日目に自転車で15km離れた海
岸を見に行った。その道のりで見た光景は、ショッ
クで感情を表現することはできない。民家が流さ
れ、車が押しつぶされ、辺り一面瓦礫の山で覆わ
れている。目に見える360度すべてが廃墟と化
し、圧迫感が自分にのしかかってくる。足元は泥
でネチャネチャしてまとわりつき、にもかかわら
ず、乾いた埃が舞っていて空気がざらつく。火事
の煤けた臭いやヘドロの変な臭いが混じり合って
気持ちが悪い。上空を飛ぶヘリコプターのバリバ
リという音が耳をつんざく。五感すべてが生きて
いるものを感じない。あまりにも悲惨な状況で自
然に涙が出てきた。結局、海までたどり着く気持
ちになれず、引き返した。

3月11日　14時46分
当時は寿司屋で働いていて、お昼ピークを終え一
息ついている休憩中だった。携帯電話の緊急地震
速報が鳴り出し、最初は何の音か分からず「なん
だろう？」と思っていると、突然ものすごい揺れ
に襲われた。とっさに冷蔵庫や冷凍庫を押さえた
が、手を払いのけるように激しく動き、扉が開い
て寿司ネタが飛び出してくる。棚からはすし皿が
どんどん落ちてきて、ロッカーが飛び上がった。
このまま店の中にいては危ない。店長とアルバイ
トと3人で外へ逃げようとしたが、出口には棚が
のしかかっていた。それを押しのけて外へ出ると、
近所の人たちも慌てて出てきた。裸足で駆け出し
てきた人、悲鳴を上げている人、腰から崩れ落ち
ている人、みんな必死の顔をしている。目の前の
高層マンションがちょうどL字型に建っている
が、そのLの角にあたる連結部分が外れ、マンショ
ン同士がぶつかり合っていた。電信柱が揺れ、道
路は波打ち、ブロック塀が崩れ落ちた。水道管が
破裂したのか水が道路から噴水のように溢れ出し
てくる。揺れが落ち着くと、寿司屋の2階にある
居酒屋に、逃げ遅れたお年寄りがいたので無我夢
中で助けに向かった。割れた酒瓶などが散乱し、
中はぐちゃぐちゃだった。お年寄りは歩くことが
できなかったので、背中におぶって急いで外に出
た。近くのマンションの一室から火の手があがり、
煙が立ち昇るとともにサイレンの音が鳴り響いた。
すぐに避難しなければならないと思い、店長とア
ルバイトは近くの小学校へ、私は仙台市青葉区川
内にある自宅に戻り、ポリタンクやバケツ、お風
呂に水を溜めてから、川内コミュニティーセン
ターへ避難した。そのとき家の玄関のドアは歪ん
で閉じることはできなくなっていた。川内コミュ
ニティーセンターの近くには東北大学や保育園が
あり、学生や子どもたち、心配する親御さんやお
ばあちゃんたちなど、地域の住民が続々と避難し
てきた。
体育館や和室などは人でいっぱいになり、夕方に
なるにつれて気温が下がる中、ラジオで沿岸部を

地域が存続できる農業を目指したい。
広瀬 剛史 ReRoots

東日本大震災で川内コミュニティーセンターに避難したメンバーとともに2011年4月ReRootsを結成し、7月には

仙台市若林区にReRoots若林ボランティアハウスをオープン。若林区の農業再生を目指して「復旧から復興へ、そし

て地域おこしへ」という中長期的コンセプトのもと、地域とのつながりや農家の目線を大事に活動している。

任意団体
仙台市 取材日  2012.09.21
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てはいけないルールになっていた。非常に制約が
多く、改善点を見つけても上に確認する必要があ
り時間がかかる。今、近くで起きている問題をど
うにかしようと自分たちで動く姿勢が欠けている
ように感じた。
さらに、作業時間は短い。9時にボランティアセ
ンターの受付が始まり、マッチングで1時間から
1時間半かかる。そこから現場に移動すると、作
業はどうしても11時くらいからのスタートだ。1
時間の作業をしたら休憩を取り、14時半に作業
を終えて15時までにはボランティアセンターに
戻らなければならない。あまり活動している実感
がなかった。いくつものボランティアセンターを
見たが、どこも同じ状況だった。
一方でいろいろな民間のボランティアグループも
現場に入っていたので、その活動も見ていた。ボ
ランティアグループは強い想いで動いているとこ
ろが多く、スピードや行動力はとても素晴らしい。
だが、物がなければ物資をあげる、瓦礫があれば
撤去する、仮設住宅があればイベントをするなど、
その瞬間は必要だが、どうしても目先的な支援に
とらわれ、場当たり的な活動をしているように思
えた。また、自分が何かしたいという想いが強い
ので自分の側から活動内容や被災者を見てしま
う。たとえば、泥だらけの家があって、瓦礫出し
のボランティア依頼がある。しかし、震災前は瓦
礫ではなく家財道具や思い出の品々だ。それを片
付けて処分しなければならない当事者は、どう
やってもマイナスからゼロには戻れない。どこか
で気持ちをリセットし、無理やりゼロに戻してや
り直さなければならない。ボランティアは、たし
かに被災者から「ありがとう」と言われ、役に立
つことができて良かったと思うけれど、それは復
旧の一局面でしかない。そこに留まらずもっと被
災者の側に立って、生活の立て直しという困難や
心情に立って考え、そこでの支援の形をつくるこ
とはできないものかと考えた。

学生ボランティアとの出会い
地震発生から2～3日は、寿司屋で働いているア
ルバイトの安否確認や店の片付けなどを行なって
いた。私が川内コミュニティーセンターに避難し
たのは2日間ほどで、電気が復旧した後は自宅に
戻った。初めのころ避難所は混乱していたが、町
内会が指揮をとり始め、さらに10～20名の学生
を中心に自然と運営ボランティアグループができ
あがりテキパキ動いていた。次第に、避難所で知
り合った学生たちが、ボランティアの合間をみて
私の家へ息抜きに来るようになった。
1週間後、川内コミュニティーセンターは別の避
難所と統合されることになった。水道は止まって
いたが、電気は復旧していて、プロパンガスを使
用している世帯はガスが使えたので、統合された
避難所へは移動せず自宅に戻る人が多かった。川
内にはスーパーマーケットなど買い物をする場所
がないため、自宅に戻っても食料がなく困ってい
る人たちが大勢いた。まだ、ガソリンが手に入ら
ず車で買い物に行くことができなかったのだ。そ
こで学生たちは川内コミュニティーセンターを物
資の流通拠点にし、約300世帯に水や食料の配給
を行なった。川内は青葉山の麓にあり坂が多いの
で食料や水を背負い、リヤカーに乗せて運んだ。
ローテーションで体制を組み、配給は3月末まで
続いた。3月下旬頃から、学生たちは空いている
時間に何かしようと、津波被災地のボランティア
に私と一緒に出かけるようになった。

支援活動の実情を見て
震災後、仙台市のボランティアセンターができて
から、すぐに個人でボランティア登録をして活動
に参加した。当初の仕事は避難所での名簿作りや
物資運びだったが、徐々に泥出しや瓦礫撤去が多
くなった。私は震災以前から三陸の海の環境問題
や中国残留孤児の問題についてNPOやNGOで
の活動経験があったため、ボランティア活動を行
なうのは自然だった。しかし、参加してみるとボ
ランティアセンターのさまざまな問題点が見えて
きた。マッチングに時間がかかり、段取りが悪い。
被災者は安否確認やこれからの生活をどうするか
と大変な状況だったので、家の片付けまで手が回
らない人たちがたくさんいた。でも、ボランティ
アセンターは片付けの依頼を受け付けてからでな
いと動かない。困っている人のところへ自分から
はなかなか出かけなかった。現場で瓦礫撤去など
の活動をすると、依頼を受けた場所を片付けても
その先が延々と続いている途方もない状況だっ
た。依頼のあった現場近くでおばあちゃんが片付
けをしている。「手伝うよ」と声をかけたいが、やっ 撮影：2012.6.23　仙台市若林区種次　畑の土起こし
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く。さらに③彼らが立ち上がって初めて、ボラン
ティアと協働で歩んでいけると考えている。これ
らはReRootsの大事な活動原則だ。

地元密着型の支援を
ReRootsを発足させたものの、学生中心の団体な
ので資金も人脈もなかった。4月下旬に知人を通
じて若林区笹屋敷の農家を紹介していただき、
GW明けから、毎週末にボランティアをするように
なった。その頃は、畑の表面にある大きな瓦礫を
重機などで撤去した後、まだ埋まっている瓦礫を
掘り出したり、ビニールハウスの中に入った泥や
瓦礫を除去したりする作業をしていた。
まだまだ農地の復旧は進んでいなかったが、驚く
ことに5月末には若林区のボランティアセンター
は撤退してしまった。私たちはボランティアの活
動拠点をつくるために農家の土地をお借りして、
6月からボランティアハウスの準備を始めた。最
初は更地で何もなかったので、アウトドア用の
キャンプテントを設置しただけだった。プレハブ、
トイレ、一輪車、スコップ、倉庫、自転車などあ
らゆるものが必要だったので、あちこちに呼びか
けをして活動に必要な資材を集めた。その甲斐
あって、2011年7月16日、ReRoots若林ボラン
ティアハウスをオープンすることができた。
農地の瓦礫撤去依頼は農家から直接ボランティア
ハウスに連絡がきたり、現場で声をかけられたり
して受ける。これまで累計320件ほどの案件に取
り組んだ（2012年9月21日現在）。ボランティ
アハウスをオープンした頃は知名度もないので、
チラシを配り広報したが、その後は口コミで広
がった。ある集落で畑の瓦礫撤去作業を行なって
いれば、隣の農家から「うちもやってけろ」と依
頼されどんどん広がっていった。ReRootsの取り
組みでは、地域とのつながりや地元密着をとても
大事にしている。いくら自分たちの掲げている理
念を説明しようと、それだけで認めてはくれない

私も避難をしたが、被災者の目線に立った時、こ
れからの生活をどうやって立て直すかという点が
一番の問題だ。生活を立て直すために目の前の瓦
礫を撤去することは必要だが、それは第一歩で
あってそれで生活が立て直せるわけではない。市
のボランティアセンターはトップダウンのお役所
体質で上から目線に、ボランティアグループは自
分の想い優先になりやすい。両者とも当事者目線
が欠けていると感じた。

ReRoots（リルーツ）結成
仙台市は宮城野区と若林区の津波被害が非常に大
きい。その特徴を見ると宮城野区北部は仙台新港
があり工場地帯なので、大きな機械や化学製品も
多く、一般ボランティアはなかなか入れない。宮
城野区中部は、住宅地でサラリーマンが多い。そ
こで民家の瓦礫撤去や泥出しの依頼はたくさん
あった。被災者は仮設住宅や民間アパートに避難
したり、自宅を片付けて家に戻ったりして落ち着
くと、元の職場に復帰し生活を立て直していく。
ところが、宮城野区南部から若林区はずっと農地
が続いていて、住民は農家が多い。たとえ瓦礫出
しをして家をきれいにしても、職場である農地は
まだまだ瓦礫の山で手が付けられていない状況
だった。農地は農家の生活を支える重要な基盤な
ので、若林区の農地と農業に着目した。
2011年4月18日、避難所から一緒に活動してき
た大学生たちとこれからの復旧、復興活動をして
いくためにReRootsを結成した。団体のコンセ
プトや活動の原則は、若林区の特徴である農業と
農家の目線に立って考えた。まずは、瓦礫撤去な
どの復旧支援が必要だ。また、家や機械、作業場、
ビニールハウスが流されてしまった中で、営農再
開するのは非常に難しい。復旧の次のステップは、
農業を安定して継続できるようになるまでの復興
支援が必要になる。さらに、農業は後継者不足な
どいろいろな問題を抱えているため、農業を活性
化する地域おこしも必要だ。「復旧から復興へ、
そして地域おこしへ」という中長期的コンセプト
を固めた。
一方、いろいろなボランティアセンターやボラン
ティアグループを見て、当事者目線であることが
絶対に重要だと感じた。ReRootsでは①相手の立
場、目線に立って支援をすることを活動理念に掲
げている。また、被災者はもともと自分で生活し
ていたし、生活する力を持っている。津波の被害
を受けて一時的にボランティアを必要とする状況
になっているだけだ。ボランティアだからと何で
もやってあげるのではなく、あくまでも②農家が
再び自分で農業をできるような力を引き出し、社
会的地位と尊厳を確立できる支援を目指してい

撮影：2012.7.16　ボランティアハウス前　ReRoots1周年
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べ ら れ て し ま っ た し 多 く の 失 敗 も す る が、
ReRootsファームで農家の心づかいや生産に対す
るプロ意識を感じることができる。
みんなで瓦礫を取ってきれいにし、畑を借りて農
家に教えてもらいながら野菜を作り、収穫して食
べることができるのはとても感動だ。あんな瓦礫
の山だったところからも野菜ができる。私たちの
ような素人でも瓦礫を取って一生懸命やればそれ
なりに野菜を味わうことができる。津波被害を受
けた民家は多くの物を失ってしまい、マイナスか
らゼロには戻れない。しかし畑はマイナスからゼ
ロへ、ゼロから作物の収穫というプラスへと確実
に進むことができる。ボランティアも自分たちが
瓦礫を取った畑で野菜が作られるのは嬉しいの
で、継続的にリピートしてくださる方も多い。
ReRootsファームは地元密着で農業を対象に活動
していく私たちにとって欠かせないものだ。そこ
にいると、自然と向き合い、あれだけの被害を受
け止め、それでも農業をやると覚悟を決めて、黙々
と野菜を作っていく農家の姿はかっこいいし、彼
らのプロ意識や野菜にかける労力は素晴らしい。
近くで見ている学生たちも農家をかっこいいと思
うだけでなく、すごみを感じている人は多い。
しかし、昨年の行政のアンケート調査によると、
個人営農で再開する農家は2割、集団化で再開し
たい農家は6割、残り2割は離農するという意向
結果が出た。実際には現段階で集団化はまだ進ん
でいないので、もっと割合は低いだろう。離農し
た土地は耕作放棄地になりやすい問題がある。そ
こで、土地の活用方法としてReRootsファーム
のほかに、市民農園の取り組みがある。1つは、
荒浜の農家の方々と協力して開設した被災者向け
の荒浜狐塚農園だ。仮設住宅などに避難している
とどうしても閉じこもりがちになってしまう。も
ともと土いじりをして生活していた人たちにとっ
て、コンクリートばかりで野菜も作れないのでは
やりがいも持てない。そこで、畑に来て野菜を作
れば天気や雑草が気になり、気持ちも外に向きや

し、むしろ仕事ぶりを見て評価され、そこに人柄
を見られる。「口ばっかりだぁ」と言われないよう、
朝9時から現場に入り長い時では夜7時まで活動
をした。農家の方に「なんだぁお前らまだやって
んのか。もう遅いから帰れ」と言われるまで瓦礫
を取った。それでも「やりたくてやっているんで
す」と、自分たちが若林区の農業の復興を目指し
て取り組んでいることを話した。仕事ぶりは社会
人だろうと学生だろうと関係ない。ボランティア
だからと適当に済むわけではない。あくまでも基
準は相手側にあり、農家から見て丁寧できちんと
した作業だと評価されるかどうかが大事であっ
て、自分たちがどれだけやっているかではないの
だ。また、相手の気持ちをくみ取って作業をしな
いと信用してもらえない。このように評価されて
初めて地元に受け入れていただき、根付くことが
できる。
さらに、震災以降、ボランティアハウスが建って
いる地区では子ども会や町内会などのすべてのイ
ベントは中止になっていた。畑に行って瓦礫撤去
はするけれども、ボランティアハウス周辺の方々
に受け入れられなければ存在できないし、地域と
の顔の見える関係も大事にしたい。その思いから
映画上映会、芋煮会、ジャンボカステラ作りなど
小さなイベントも開催している。何のイベントも
なくなってしまった子どもたちにとって夏の映画
会は大きな楽しみだ。学生スタッフみんなで話し
合って子どもたちの喜ぶもの、学生ノリではない
地域で受け入れられるものを考えた。子どもたち
はボランティアハウスに遊びに来るようにもなっ
た。

ReRootsファームで 
農家のすごさを学ぶ
ボランティアは瓦礫撤去作業が終わればいなく
なってしまうと一般的には認識されている。
ReRootsは復興から地域おこしまでの活動を掲げ
ているので、瓦礫撤去の先に見える農業と地域の
姿を考えていくためにも農家の生活を学ぶ必要が
ある。そこで、農家にお願いして畑を貸してもら
い2011年10月からReRootsファームを始めた。
農家と同じように畑を耕し作物を作る喜びや苦
労、体力的つらさなどを実感しなければ農家の気
持ちは分からない。私たちは素人なので農家から
育て方を教わり、地元の生活空間のなかで土をい
じっている。すると、いつの間にか畑を見に来て、
あとで「早く受粉しろ」とアドバイスをくれたり、
漬物の漬け方や野菜のおいしい食べ方も教えてく
れたりする。どの時期に何を植えればいいのかも
農家の方が教えてくれるので、いろいろな種類の
野菜を作ってみた。初めて植えた小松菜は鳥に食 撮影：2012.11.10　仙台市青葉区仙台朝市　りるまぁと　オープン
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農になることで農業を続けるかどうかも問題とな
る。どこに移転するのか、元に戻るにしても若い
人は来るのかなど、コミュニティを維持し、再建
するには家を確保するだけでなく人と人の繋がり
や公共施設の整備など生活空間を考えていくこと
が必要だ。そうした農業、人、生活、地域という
トータルなコミュニティデザインを住民合意の中
で形成していくことが求められている。
景観の再生はもともと生活していた住民の心象風
景であり、農業に適した農村景観であり、豊かな
若林区東部地域そのものだ。防風林、垣根、いぐ
ね、花などが津波で流され、一面茶色でとても寂
しい風景になってしまった。稲は潮風に弱いので
防風林は大きな役割を担っており、いぐねもこの
地域の屋敷林として文化的・歴史的にも価値があ
る。農村風景を取り戻すことは、農業に適した土
地を取り戻すために重要な取り組みである。
そこでReRootsとして地域の景観形成のひとつ
として「ひまわりプロジェクト」を行なった。仙
台市は沿岸部を公園化する方針はあるがまだ具体
化しておらず、海岸の防風林再生はとても時間が
かかる。ひまわりは単年度で回転させられるし、
見ると元気の出る花だ。ちょうど、ひまわりプロ
ジェクトを計画していた時、福島県の「NPO法
人シャロームの会」とつながることができた。シャ
ロームの会は障がい者の自立事業の一環でひまわ
りの種から油を搾油して商品化する事業に取り組
んでいた。残念なことに福島第一原発事故により
ひまわりを植えることができないため、代わりに
ひまわりを育てて採取した種を送ってもらうとい
う別の形の「ひまわりプロジェクト」に取り組ん
でいたのだ。こちらは景観目的でひまわりを植え
たいし、シャロームの会はひまわりを育ててくれ
る里親を探していたので、お互いに協力すること
となった。趣旨に賛同してくださった農家から畑
をお借りして荒浜地区と二木地区に合計約2万本
のひまわりを植えた。そして、夏、見事にひまわ
りの花は咲いた。住民からは「ぜひ、来年もやっ
てほしい」との言葉を頂いた。

すく閉じこもりがちにはならない。もう1つは三
本塚の農家と協力して作った一般向けの市民農園
だ。現在、この地域に来る人はボランティアか瓦
礫撤去の業者、家や畑の片付けに来る住人に限ら
れている。それ以外にも人が出入りできる仕組み
を作る必要があると考えて位置づけた。瓦礫撤去
はできないけれど、家庭菜園ならできるという人
に来てほしいと思っている。人が入ってくればコ
ミュニティ再生のきっかけになるし、土地の保全
にもなる。今はまだ土質があまり良くないので、
改良するために試行錯誤している。畑の土質を回
復することも復旧の1つ。このやり方も農家から
教わっている。

地域の課題と 
「ひまわりプロジェクト」

津波被災を受けた若林区東部地域が復興していく
ために抱える課題は①農業の再生、②コミュニ
ティの再生、③景観の再生、そして④防災だ。防
災については行政が担う分野が多いので農業、コ
ミュニティ、景観の3つの側面を調査・研究して
みた。
まず農業の再生について、行政は圃場を大規模化
し、その後集団化さらには法人化、6次産業化し
て、競争力の高い農業を作っていく方針だ。おそ
らくいくつかの農家はその流れに乗っていくだろ
うが、成功するケースと難しいケースが出ると思
う。日本の農家の平均年齢は65歳で、生産のプ
ロだがマネジメントや営業販売は得意ではない。
能力のある農家はやっていけると思うが、できな
い場合は借金を抱え込み農業をやめざるを得な
い。一方、法人化することでそれ以外の兼業農家
や高齢化した農家などの土地が集約されると、農
業をする人そのものが減ってしまい、農業以外に
仕事を見つけるようになる。すると土地から離れ
る人が増え、地域で取り組んでいた草刈りや掘は
らいなどが行なわれなくなり、農業を維持してい
た集落の機能が失われていく。たとえいくつかの
農業法人の経営は成り立っても、地域全体として
の農業が衰退し、農村が成り立たなくなってしま
う。営農形態の在り方は、農業経営だけでなく農
業を土台に成り立っている若林区東部の未来に
とってとても重要なテーマだ。
次にコミュニティの再生は、移転または元の場所
で再建かなど、生活の礎となる家の問題について
解決がないと先に進めない。沿岸部は危険区域に
指定されているので、住民は移転を求められてい
る。農業とコミュニティは密接であり、移転すれ
ば通い農になり、そのような新しい農業方式に
なったとき集落として取り組んでいた農業の形を
維持できるのかまだ見通せていない。また、通い

撮影：2012.8.15　仙台市若林区種次　ひまわりプロジェクト
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人のボランティア参加者をコーディネートするの
で、責任感も強くなる。また農家の復興への思い
を感じれば半端な気持ちは真剣さに変わる。最初
は10人ほどだったReRootsメンバーも、現在は
37人だ（2012年9月21日現在）。

地域が存続できる農業を目指したい
若林区東部地域の魅力は農業、食、自然、防災、
星空だ。この要素を活かして人の出入りする仕組
みを作りたい。これまで約1万6千人のボラン
ティアが来ているので、これからは一度ボラン
ティアで来た人が再び訪れ収穫祭などのイベント
に参加するのもいいし、大学生の農業インターン
や新規就農者を増やすファームステイの仕組みも
あればいいと思っている。また、これから地域の
復興している様子を外に発信したいので、野菜の
販売をしていきたい。収益を目指す店舗ではなく、
地域に還元する店舗づくりをしたい（2012年11
月10日、仙台朝市に若林区復興支援ショップ「り
るまぁと」をオープン。毎週土曜日営業）。また、
買った消費者がこの地域に訪れるような企画もし
たいと考えている。
しかし、まだまだ途上だと感じている。畑に行け
ば瓦礫は片付いていないし、田んぼの除塩作業も
来年まで続く。それが終われば大規模農場化の区
画整理が始まり、それは3～5年はかかるだろう。
本格営農再開はそれからだ。移転も実際に住むこ
とができるのはまだ時間がかかる。それが済んで
から、地域の再生、地域おこしの段階に進んでい
く。これからやらなければならないことはたくさ
んある。ReRoots内部においても情報収集や体制
整備、当事者との関係作りを丁寧に進めたい。行
政のやり方でやればうまくいかないところもある
と感じているが、ただ反対するだけではなく、ど
のようにして地元の人たちを媒介しながらコミュ
ニティや農業形態を作っていくか、どうやって話
し合いの場を作っていくか模索していきたい。
まだ復興の形が見えないので、今後どのように地
域を作っていくかの研究も必要だ。もちろんそれ
は地元の農家の方々と話し合いをして協働で進め
ていきたいと思っている。決めるのは住民だ。ま
た、農業は生活の場であり、いつまでもボランティ
アは必要ではないと思うので、これからReRoots
の農業部門を強化し、非営利の農業法人化も考え
ている。ただし、それは人材と技術、資金が必要
なのでまだまだ構想段階だ。将来は新規就農者を
どう増やすか、農村をどう保つか、農業が抱えて
いる問題まで踏み込んで、地味で豊かな農村コ
ミュニティとして存続し続ける農業の姿を目指し
たい。

相手の立場に立つ視点
2012年3月～9月の間、毎月約1,500～2,000人
のボランティアが参加し、ボランティアハウス
オープン以来、累計約1万6千人の方々が来てく
ださった（2012年9月21日現在）。週末はバス
ツアー、企業の研修ツアー、市民グループ、学生
サークルなど日本全国から訪れる。また、小学生
も受け入れているので、親子連れの参加者も多い。
ボランティア保険天災型にさえ加入していれば、
いつでも参加できる。ボランティアに来る人たち
には「少しでも地元の復興の力になれれば」とい
う謙虚な気持ちや姿勢で来ていただけるとありが
たい。半日でも1日でも、その活動の積み重ねが
復興へと進んでいくので、多くのボランティアに
たすきをつないでほしい。
ボランティアの他に、ReRootsの仕組みや運営を
学びたいと来る方も多い。ボランティア参加者で
なくスタッフとして携わるのであれば、ボラン
ティア理論やチーム理論などの学習、そして研究
や改善など日々検証が求められる。そうした内容
は他の団体でも参考になると思う。たとえば、ボ
ランティアに参加する最初の興味や動機は人それ
ぞれなので、その寄せ集めではチームはうまく動
かない。そこで、ボランティア理論が必要とされ
る。ボランティアする際には必ず対象が存在する。
対象となる相手のことを理解しなければボラン
ティアはできないし、相手の立場に立とうと努力
することで謙虚に現実を学ぶことができる。自分
の興味・関心を土台に、ボランティアする対象へ
の理解が深まる過程で関心の払い方も変わり、視
野が広くなる。それは能力の大小ではなく人の資
質に関わるものだと思う。相手の話を聞く力、そ
れを整理し組み立てる力、まじめさや謙虚さ、我
慢強さなど人柄が問われる。だから、自分の課題
や欠点など見たくないところも見なくてはならな
い。そうして課題を前進させようとしたとき自分
自身もまた成長していくことができる。ただし、
自分が成長することが基準ではなく、あくまでも
ボランティアする対象が変化することが基準で
あって、その変化を追いかけていたらいつの間に
か自分も成長していたという感覚に近い。こうし
て対象の変化を軸に据えることで、チームとして
の判断基準がはっきりし、個々人の課題も明確に
なり、モチベーションの差や能力の大小ではなく、
いかにして問題に近づけるか、対象の変化を促す
媒介になれるかを研究していく。
ReRootsの活動を担っている学生たちの力はすご
いと思う。最初は軽い感覚だが、理論をきちんと
共有して各部局を担当し、農家の中に入り、ボラ
ンティアをしていく中で、だんだんと意識が変
わっていく。たとえばバスツアーなどで来る40
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